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2009 年 3 月期末の時価のある投資有価証券の評価損について 

 

 

 

当社が保有する「その他有価証券」に区分される時価のある有価証券（上場株式）のうち、当社貸借対

照表における簿価に対する時価の下落率が 50％以上のものについて、減損処理による有価証券評価損を

計上する必要が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2009 年 3 月期末（2009 年 3 月 31 日）の時価のある投資有価証券の評価損の総額 

 単体 連結 

(A)2009 年 3月期末の時価のある投資有価証券の評価損の 

総額 
98 百万円 98 百万円

(B)2008 年 3月期の純資産額（A/B×100） 
11,036 百万円 

（0.9％） 

12,835 百万円

（0.8％）

(C)＊最近 5事業年度の経常利益の平均額（A/C×100） 
4 百万円 

（2,335.5％） 

457 百万円

（21.6％）

(D)＊最近 5事業年度の当期純利益の平均額（A/D×100） 
156 百万円 

（63.2％） 

233 百万円

（42.3％）

 ＊前事業年度の経常利益及び当期純利益が10億円未満であるため、最近5事業年度の平均額を記載しております。 

 

２．今後の見通し 

2009 年 3 月期において、上記のとおり特別損失の発生が見込まれますが、業績予想については現在

精査中であり、業績予想の修正が必要と判断される場合には速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 
 
 

 

【本件に関するお問合せ先】 

株式会社インプレスホールディングス 広報部 

Tel: 03-5275-9010 / E-mail: release@impressholdings.com 

URL：http://www.impressholdings.com/ 


